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ま
ず
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
。

　

12
歳
の
黒
人
少
年
の
ド
レ
は
、

母
の
転
勤
で
ア
メ
リ
カ
・
デ
ト
ロ

イ
ト
か
ら
中
国
の
北
京
へ
と
移
住

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
引
越

し
早
々
、
ド
レ
は
中
国
の
少
女
・

メ
イ
と
友
だ
ち
に
な
り
ま
す
が
、

地
元
の
少
年
た
ち
に
か
ら
ま
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
毎
日
の
よ
う
に
少

年
た
ち
の
い
じ
め
は
続
き
ま
し
た

が
、
あ
る
日
、
ア
パ
ー
ト
の
管
理

人
の
ハ
ン
が
現
れ
、
ド
レ
を
助
け

ま
す
。
ハ
ン
か
ら
カ
ン
フ
ー
の
手

ほ
ど
き
を
受
け
る
ド
レ
は
、
成
り

行
き
か
ら
、
武
術
大
会
に
出
る
こ

と
に
な
り
、
イ
ジ
メ
の
少
年
の
ガ

キ
大
将
と
対
決
す
る
こ
と
に
…
。

　

世
界
中
で
大
ヒ
ッ
ト
し
た
１
９

８
４
年
の
ア
メ
リ
カ
映
画
「
ベ
ス

ト
・
キ
ッ
ド
」
は
４
作
ま
で
作
ら

れ
ま
し
た
。
今
回
の
リ
メ
イ
ク

は
、
設
定
や
物
語
の
枠
組
み
は
ほ

ぼ
そ
の
ま
ま
で
、
舞
台
を
中

国
の
北
京
に
移
し
ま
し
た
。

主
人
公
の
12
歳
の
少
年
を
演
じ
る

の
は
、「
幸
せ
の
ち
か
ら
」
で
親

子
共
演
を
し
た
ウ
ィ
ル
・
ス
ミ
ス

の
息
子
の
ジ
ェ
イ
デ
ン
・
ス
ミ

ス
。
重
要
な
カ
ン
フ
ー
の
達
人
役

を
、
ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
チ
ェ
ン
が
演

じ
て
い
ま
す
。
２
０
０
８
年
の
北

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
以
降
も
ど
ん
ど

ん
近
代
化
さ
れ
て
い
く
北
京
や
市

民
の
日
常
生
活
な
ど
、
現
代
中
国

の
街
中
の
よ
う
す
や
、
市
民
の
暮

ら
し
ぶ
り
も
画
面
か
ら
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。

　

ジ
ャ
ッ
キ
ー
は
、
お
な
じ
み
の

陽
性
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
封
じ
、

実
年
齢
に
近
い
老
け
役
に
挑
戦
。

し
か
も
見
終
わ
っ
て
ス
ッ
キ
リ
す

る
の
は
、
い
じ
め
っ
子
た
ち
の
示

す
最
後
の
礼
儀
の
良
さ
。
武
道
を

志
す
子
ど
も
た
ち
の
さ
わ
や
か
さ

が
天
晴
れ
で
し

た
。
ウ
ィ
ル
・
ス

ミ
ス
の
息
子
も
上

手
な
子
役
で
し

た
。
将
来
が
楽
し

み
で
す
。

　

と
も
あ
れ
、
こ

の
種
の
映
画
は
吹

き
替
え
版
で
観
る

に
限
り
ま
す
。
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明
治
期
に
活
躍
し
た
女
流
歌
人
・
石
上
露
子
（
１
８

８
２
〜
１
９
５
９
）
は
、
本
名
は
杉
山
孝
と
い
い
、
富

田
林
の
大
地
主
・
杉
山
家
の
長
女
と
し
て
生
ま
れ
ま
し

た
。
幼
い
頃
よ
り
古
典
文
学
や
琴
な
ど
に
親
し
み
、
18

歳
の
時
に
東
京
に
滞
在
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
一
学
生
と

激
し
く
惹
か
れ
合
い
ま
し
た
が
、
お
互
い
に
旧
家
の
家

督
を
相
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
恋
が
成
就
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
露
子
は
学
生
へ
の
思
慕
に
満

ち
た
思
い
を
短
歌
に
し
て
、
与
謝
野
鉄
幹
が
主
催
す
る

「
明
星
」
に
発
表
し
、
文
壇
で
高
い
評
価
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
頃
、
露
子
は
父
親
の
決
め
た
相
手
と
、
意
に

添
わ
な
い
結
婚
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

夫
か
ら
は
作
家
活
動
を
禁
じ
ら
れ
、
や
む
な
く
26
歳
に

し
て
文
学
界
か
ら
身
を
引
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の

後
、
よ
う
や
く
50
歳
に
な
っ
て
作
歌
を
再
開
し
ま
し
た

が
、
長
男
と
夫
の
死
、
次
男
の
自
殺
な
ど
不
幸
が
続

き
、
１
９
５
９
年
（
昭
和
34
年
）、
生
家
で
あ
る
杉
山

邸
の
奥
座
敷
で
倒
れ
、
還
ら
ぬ
人
と
な
り
ま
し
た
。
露

子
は
、
日
露
戦
争
の
最
中
に
「
み
い
く
さ
に　

こ
よ
い

誰
か
死
ぬ
さ
び
し
み
と　

髪
ふ
く
風
の
行
方
見
ま
も

る
」（
戦
死
し
て
い
く
人
た
ち
や
、
そ
の
家
族
、
国
の

行
く
末
を
思
う
と
、
言
い
切
れ
ぬ
深
い
悲
し
み
に
襲
わ

れ
る
）
と
い
う
反
戦
歌
を
残
し
て
い
ま
す
。
平
和
を
愛

し
、
宿
命
に
抗
し
な
が
ら
、
近
代
的
な
自
我
を
つ
ら
ぬ

こ
う
と
し
た
露
子
の
生
き
方
は
、
今
も
多
く
の
人
々
を

魅
了
し
て
い
ま
す
。
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　太平洋戦争の末期、空襲による火災
延焼を防ぐためとして、疎開道路が全
国の都市に強制的に造られました。終
戦の年1945年（昭和20年）の４月から
５月にかけて、大阪市生野区の住民は
突然、小学校（当時は国民学校）に集

められました。出席した陸軍将校が
「いまこそ天皇陛下よりお預かりした
土地をお返しするときがきた」と立ち
退きを強制したと言われています。土
地の所有者には少額の移転料が区役所
より支給され、わずか２ヶ月間で約
120戸が立ち退かされました。こうし
て造られた道路は、今も「ソカイ道
路」という名前で残っています。

　

阪
急
宝
塚
線
「
岡
町
駅
」
を

下
り
て
西
に
５
分
ほ
ど
歩
く

と
、
住
宅
街
の
一
角
に
、
一
風

変
わ
っ
た
美
術
館
が
あ
り
ま

す
。
中
に
入
っ
て
展
示
品
を
見

れ
ば
ビ
ッ
ク
リ
。
ピ
カ
ソ
、
シ

ャ
ガ
ー
ル
、
喜
多
川
歌
麿
、
歌

川
国
貞
、
梅
原
龍
三
郎
、
棟
方

志
功
、
冨
本
憲
吉
、
河
合
寛
次

郎
、
北
大
路
魯
山
人
と
い
っ

美
術
館
は
、
民
芸
運
動
の
熱
心

な
支
持
者
で
あ
っ
た
奥
内
豊
吉

氏
が
、
数
十
年
を
か
け
て
収
集

し
た
美
術
品
を
展
示
す
る
目
的

で
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。「
民
芸

運
動
」
と
は
「
手
仕
事
に
よ
る

日
用
品
が
持
つ
美
し
さ
や
造
形

的
価
値
を
再
評
価
し
よ
う
」
と

い
う
運
動
で
、
大
正
時
代
に
柳

宗
悦（
１
８
８
９
〜
１
９
６
１
）

た
、
そ
う
そ
う
た
る
芸
術
家
の

作
品
（
絵
画
、
版
画
、
陶
芸
品

な
ど
）
を
は
じ
め
、
紀
元
前
８

０
０
年
の
ペ
ル
シ
ャ
出
土
の
土

偶
、
イ
ラ
ン
８
世
紀
青
銅
器
置

物
な
ど
な
ど
…
古
今
東
西
の
名

品
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
ま

す
。
ま
ち
か
と
で
思
わ
ず
「
お

宝
を
発
見
！
」
し
た
よ
う
な
雰

囲
気
に
つ
つ
ま
れ
ま
す
。
こ
の

ら
が
広
げ
ま
し
た
。
ず
ら
り
と

展
示
さ
れ
て
い
る
陶
芸
は
、
有

名
人
の
手
に
よ
る
も
の
と
は
い

え
、
い
ず
れ
も
茶
碗
、
皿
、
花

瓶
な
ど
、
日
用
品
と
し
て
使
わ

れ
る
作
品
ば
か
り
で
す
。

石い
そ
の
か
み上

露
子
と
杉
山
邸 生野ソカイ道路

（大阪市生野区）

宿
命
に
抗
し
、 　
　
　
　
　

平
和
を
愛
し
た
女
流
歌
人　

住宅街の一角に、突如姿を現す美術舘です

近
く
の
商
店
街
の
看
板

　秋来ぬと　目にはさやかに見えねども　風の音にもおどろかれぬる―。平安時代に紀貫之ら
によって編纂された古今和歌集に納めらており、藤原敏行（？～907？）が立秋の頃に詠んだ
歌だそうです。暑い夏も終わり、大阪にもそろそろ本格的な秋がやってきます。藤原　敏行

秋来ぬと
目にはさやかに
見えねども…

　広島の平和公園にある「広島平和都市記念碑」に記された碑文です。1952年に広島大学教授
であった雑賀忠義氏が広島市長の依頼を受けて揮毫しました。人類すべての者が核戦争を起こ
さないことを誓うという意味で合意が形成されています。

安らかに眠って下さい
過ちは
繰り返しませぬから

「
お
宝
発
見
！
」の

　
　

ま
ち
か
ど
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

アメリカ版から
中国版へ　　　
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石
上
露
子

富
田
林
市
の
寺
内
町
に
残
る

旧
杉
山
邸　
　
　
　
　
　
　


